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　先日、二和病院周辺地域の民生委員さんが「この地域では二和病院の職

員さんが通勤でとおり何かと気にしてくれる。道路で倒れたらすぐ駆けつ

けてくれる。職員さんのおかげで見守りがあるから安心」と話されていま

した。

　そんな地域で暮らしているＢ氏。実は近所のＡ氏

のことが「気になる」と、友の会役員へ相談。友の

会役員から地域包括支援センターに相談がありまし

た。Ａ氏は90代女性です。毎日のように洗濯をして

干していますが、その洗濯物がいつも地面に着いて

汚れているのを見て、長年ヘルパーとして働いてい

たＢ氏の勘で「普段と違う」と気づき、つなげてくださったのでした。

　さっそく当センター職員が訪問しました。すると実は、Ａ氏は夫が入院

し現在独居。確かに家事が大雑把ですが、よく聞くと金銭管理は家族に委ね、

定期的な訪問があり、受診もしていることが判明しました。その後は早期

相談につながるよう家族にもアプローチをしています。

　今回はご家族のフォローがありまずはほっとしまし

たが、似たような外見でも玄関から一歩中に入ると生

活が破綻寸前、というケースもあります。外から見え

る姿は生活の一場面でしかありませんので、そのちょっ

とした気づきが、早期発見・早期対応につながり、生

活の質の向上や中には命にかかわることもあります。

いつもの外出などで「あれ？」と違和感を抱くこと・・・

そのちょっとした気づきを大切にしていきたいですね。

そうした気づき、つながりが広がることが、安心して暮らせるまちづくり

につながるのではないでしょうか。

　何かありましたら、気軽に友の会役員や職員、地域包括支援センターに

ご相談ください。

二和・八木が谷地域包括支援センター　椎葉恵美子

　

こ
こ
数
年
と
の
大
き
な
違
い

の
一
つ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
流
行

に
よ
る
規
制
が
な
く
な
り
、
対

面
で
の
対
話
・
聞
き
取
り
（
生

活
状
況
把
握
）
が
で
き
る
こ
と

で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

の
中
で
、
人
と
の
接
触
を
制
限

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
広
が

り
ま
し
た
。
感
染
リ
ス
ク
の
高

い
高
齢
者
は
家
に
こ
も
り
が
ち

に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で

一
人
暮
ら
し
の
方
の
孤
立
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

　

拡
大
強
化
期
間
に
入
り
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
た
高
齢
者
訪
問
活
動
が
始
ま
り
ま

し
た
。
伺
う
先
は
80
歳
以
上
の
会
員
さ
ん
で
す
。

　

会
員
さ
ん
の
中
に
は
、
今
回

の
対
面
で
の
訪
問
を
心
待
ち
に

し
て
い
る
と
い
う
声
も
寄
せ
ら
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れ
て
い
ま
す
が
、
訪
問
す
る
役

員
の
側
も
同
じ
気
持
ち
で
す
。

　

こ
の
数
年
間
、
職
員
は
コ
ロ

職
員
と
友
の
会
の
訪
問
は
４
年
ぶ
り

対
面
で
の
訪
問
も
実
現

顔
見
知
り
の
間
柄
に
な
ろ
う
！

つ
な
が
ろ
う
！ 

を
合
言
葉
に

対
面
の
訪
問
を
心
待
ち
に

ナ
対
応
で
奮
闘
す
る
一
方
、
地

域
に
出
る
機
会
は
制
限
せ
ざ
る

を
得
ず
、
特
に
こ
の
期
間
に
入

職
し
た
職
員
は
地
域
に
出
る
機

会
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。今
回
の
高
齢
者
訪
問
は
、

案
内
す
る
役
員
が
心
強
い
だ
け

で
な
く
、
訪
問
さ
れ
る
会
員
さ

ん
に
と
っ
て
は
二
和
病
院
の
職

員
の
訪
問
は
安
心
に
つ
な
が
り

ま
す
。
職
員
は
、
医
療
従
事
者

の
目
か
ら
高
齢
者
の
自
宅
で
の

生
活
の
様
子
や
地
域
の
実
情
を

知
る
機
会
と
も
な
り
ま
す
。

　

(

訪
問
の
一
例
か
ら)

２
０

２
１
年
に
訪
問
し
た
Ｔ
さ
ん

は
、
足
腰
が
弱
く
外
出
が
困
難
、

自
分
で
ス
ー
パ
ー
に
行
き
好
き

な
も
の
を
選
ん
で
買
い
た
い
か

ら
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
た
い
と
の

訴
え
が
あ
り
、
す
ぐ
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
な
ぎ
ま
し

た
。認
知
症
気
味
の
ご
主
人
と
、

同
居
の
息
子
さ
ん
夫
婦
な
ど
人

間
関
係
が
複
雑
で
手
続
き
が
な

か
な
か
進
展
し
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
や
っ
と
今
年
の
２
月
に
夫

婦
二
人
の
介
護
保
険
の
申
請
に

こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。
玄
関
前
に

は
手
す
り
を
設
置
し
、
デ
イ
ケ

ア
に
通
い
始
め
た
そ
う
な
の
で

今
回
お
会
い
す
る
の
が
楽
し
み

で
す
。　

安
心
ま
ち
づ
く
り
部

庄
子
せ
つ
子
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地域の力を高めよう!!
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地域の力を高めよう!! ２０２3 年（９月～１２月）

友の会「拡大強化期間」
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オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
、
も

の
忘
れ
が
気
に
な
る
方
、
身

近
で
介
護
さ
れ
て
い
る
方
、

地
域
の
方
な
ど
、
ど
な
た
で

も
悩
み
や
経
験
を
共
有
し
て

ひ
と
息
つ
け
る
場
所
で
す
。

　

二
和
架
け
橋
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
ず
っ
と
お
休
み
し
て
い

ま
し
た
が
、
今

年
６
月
か
ら
再

開
し
ま
し
た
。

　

ふ
た
わ
診
療

所
専
門
外
来
の

広
い
待
合
室
で
、

ゆ
っ
た
り
と
過

ご
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
認
知

症
認
定
看
護
師

や
、
ケ
ア
マ
ネ

な
ど
専
門
職
も

参
加
し
て
い
ま

す
の
で
、
お
気

軽
に
相
談
や
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま

す
。（
個
別
に
相

談
し
た
い
方
も
歓

迎
で
す
。）

　
そ
し
て
、
友
の

会
や
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の

参
加
が
あ
り
、
皆

で
楽
し
く
お
し
ゃ

べ
り
し
た
り
、

ゆ
っ
た
り
と
体
操

を
し
た
り
、
ま

た
、
懐
か
し
い
曲

を
な
ん
で
も
伴
奏

し
て
く
れ
る
人
も

い
て
、
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て

歌
を
歌
い
毎
回
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

毎
月
第
４
火
曜
の
午
後
２

時
か
ら
定
例
開
催
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
も
是
非
足
を
運

ん
で
、
ご
一
緒
に
交
流
の
輪

に
加
わ
り
ま
せ
ん
か
？ 

予
約

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在

茶
菓
子
は
出
ま
せ
ん
の
で
、

参
加
費
は
無
料
で
す
！

認
知
症
カ
フ
ェ
実
行
委
員
会

若
尾
智
香
子

（２）

生き生き友の会・地域の活動

9月14日(木)西白井複合センターで、健康講
座「尿漏れについてと予防体操」を開催し35
名参加。舛田看護師が尿漏れの原因について
詳しく解説、その後栗原保健師(市高齢者福祉
課)から骨盤底筋体操の実技指導をして頂きま
した。学習と実技で楽しく理解が深まる健康
講座になりました。 　(白井地区　池田 誠治)

9月20日（水）佐倉市の川村美術館に行って
きました。11名が参加。昼休憩には参加者お
手製のクイズを楽しみました。普段なじみの
ない芸術に触れ、「静かに」「下がって」と注
意されたのもいい思い出になりました。

(八木が谷地区　東幸子)

10月16日「元気」読者会＋おしゃべり交流会
開催。参加者は6人と少なかったですが、各々
が健康に気をつけている内容などの交流がで
きてとても良かったです。誤嚥予防の口腔体
操は「パタカラ」ではなく「パンダノタカラ
モノ」が良いなどの感想がありました

(高根台地区　近藤理知子)

９月21日(木)、八千代の村上緑地公園に彼岸
花を見に行きました。昨年は時期が過ぎてが
っかりでしたが、今年は斜面に密集して咲く
真っ赤な絨毯が広がっていて、「わー、きれ
い！」の歓声が何度も上がり、初参加の方４
名も加わって大満足の１日でした。

(大穴・三咲地区　佐藤アツ子)

大穴・三咲

高根台

9月22日(金)、地域の安心の「居場所」にと
発足した「憩いの広場」を開催し、13人が参
加しました。この日は、エアコンもつけず水
だけで過ごされていた付近に住む認知症で一
人暮らしの方を、息子さんや地域包括と連携
し施設入所につなげた経験などが話題になり
ました。　　　　　　  (二和地区　岡本　功)

二和白井

八木が谷

9月24日(日)、4年ぶりの9月のウォーキング
で「旧芝離宮・浜離宮」に行ってきました。「暑
さ寒さも彼岸まで」のことわざ通り、空には
うろこ雲が浮かび秋らしい陽気の中、旧芝離
宮から浜離宮、築地場外市場、本願寺をまわ
り帰路に。10人の参加で、最高齢の91歳のT
さんを含め、元気に楽しく歩いた1日でした。

(丸山地区　小川正光)

丸山

　

前
年
の
11
月
に
ご
入
会
い
た
だ
い

た
方
は
、
会
費
納
入
の
時
期
で
す
。

ま
た
、
そ
れ
以
前
に
ご
入
会
の
方
で
、

会
費
を
お
支
払
い
い
た
だ
い
て
い
な

い
方
も
、
会
費
の
納
入
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

・
友
の
会
事
務
所

（
月
～
金
／
10
時
～
16
時
）

で
受
付
い
た
し
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
友
の
会
事
務
所

ま
で
。
納
入
の
際
は
会
員
証
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
お
近
く
の
友
の
会
役
員
が
、

お
訪
ね
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

友
の
会
事
務
所

☎
０
４
７
（
４
４
９
）
４
４
１
７

年
会
費
納
入
の
お
願
い

いのち綱の保険証取りあげないで！
なぜ強制するの？ マイナ保険証

友の会バザー献品へのお礼とご報告

便利になるって本当？ 現行保険証の継続はなぜでき
ない？ などの疑問にお答えします。
多くの方のご来場をお待ちしています。

　４年ぶりの開催となった健康まつりに際しては、多
くの方からたくさんの献品が寄せられ、盛大なバザー
とすることができました。この場をお借りしてお礼を
申し上げます。ありがとうございました。
　次回のバザーの際には、あらためて献品のお願いを
させていただきますのでよろしくお願いいたします。

日時：12月１日（金）午後 2時～ 4時
会場：ふたわ診療所専門外来
講師：千葉県保険医協会事務局
申し込み：健康友の会　☎ 047（449）4417
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